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浅木小学校自転車安全教室　遠賀自動車学校　7月16日

大型自動車による自転車巻込み実験を見る児童達　（詳細は2・3ページ）

人のうこきば龍禁中　　＊今月の税金＊
人　　口　　　13，962人（＋111）

男　　　　　6，746人（＋52）

虫　　　　　7，216人（＋59）

世帯数　　　　3，853声（＋33）

転　　入　153　　　転　　出　　54

出　　生　　20　　　死　　亡　　8

（）内　は　前　月　比

・町　県　民　税　　　2　期分

納期限　　8月25日まで

・国民健康保険税　　　2　期分

納期限　　8月31日まで

税金は町づくりの源、納税に御協力下さい。
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さあ　みなさん、今日習ったことを思い出して、

毎日安全運転につとめて下さい。

5　年

松尾寛子さん

よい子のみなさん自転車の二人乗りはやめましょう。

皮
い
雨
の
中
か
ら
夏
の
顔
を
の
ぞ
か

せ
た
7
月
1
6
日
、
遠
賀
自
動
車
学
校
で

浅
木
小
学
校
5
年
度
の
自
転
車
交
通
安

全
教
室
が
合
同
で
も
め
ず
ら
し
い
自
動

車
学
級
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
の
交
通
安
全
を
き
っ
か

け
に
、
夏
休
み
の
担
故
防
止
を
目
的
と

し
て
、
「
遠
賀
自
動
車
学
校
」
・
「
折

尾
愁
楽
器
」
・
「
折
尾
安
全
協
会
」
が

中
心
と
な
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

内
密
は
、
次
の
よ
う
な
輩
で
し
た
。

▽

デ

モ

ン

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

〇
日
同
車
及
び
日
動
二
輪
再
の
制
動

龍
雄
見
学
（
4
0
由
と
0
0
血
の
比
較

停
止
倣
慣
体
験
）

○
大
型
車
の
巻
込
実
験

▽
正
し
い
自
転
車
の
通
行
の
仕
方

○
道
路
繊
断
の
仕
方

〇
倍
若
槻
及
び
交
芳
点
の
通
り
方

○
兄
と
お
し
の
憩
い
交
差
点
の
通
り

方
〇
一
時
停
止

▽
歩
行
者
の
正
し
い
通
路
の
械
断
の
有

子乃○
磁
断
夢
通
の
渡
り
万

〇
倍
‥
万
機
の
通
り
力

〇
時
及
び
必
地
か
ら
の
槻
断
の
始
め

方
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
7
月
m
B

（
4
年
隼
）
、
7
月
1
7
日
（
6
年
度
）

の
2
日
間
雨
で
流
れ
ま
し
た
が
、
ま
た

今
後
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
交
通
安
全
の

輪
が
広
が
る
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思
い

ます。で
は
、
校
長
先
生
、
詔
褒
宮
、
父
培

教
師
会
々
長
の
感
想
を
お
読
み
下
さ

効
果
を
あ
げ
る

自
動
車
学
校
「
交
通
教
室
」

浅
木
小
学
校

校
長
　
松
丸
成
政

お
ん
が
自
動
車
学
校
の
好
意
で
開
髄

さ
れ
た
「
自
動
車
交
通
安
全
教
室
」
に

五
年
児
童
一
一
二
名
が
参
加
し
た
。

自
動
車
の
制
動
踵
離
テ
ス
ト
、
大
型

車
の
巻
込
み
実
験
な
ど
子
供
た

ら
に
郵
政
の
怖
さ
を
教
え
る

か
実
地
指
導
．
。
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
、
歩
行
者
の
マ
ナ

ー
な
ど
指
導
員
の
方
の
つ
き
っ

き
り
で
教
え
て
も
ら
っ
た
。

実
践
的
指
導
を
ね
ら
い
と
す

る
交
通
安
全
訓
練
と
し
て
効
果

的
で
あ
り
、
子
供
た
ち
も
今
ま

で
足
の
と
ど
か
な
い
率
に
乗
っ

た
り
、
二
人
乗
り
、
手
放
し
な

ど
の
無
隷
逆
転
を
反
省
し
た
り

「
正
し
い
手
合
図
」
を
身
に
つ

け
て
、
安
全
な
自
転
車
乗
り
の

意
識
を
高
め
た
も
の
と
思
う
。

交
通
指
導
は
、
今
回
の
よ
う

な
多
角
的
、
広
範
囲
の
立
場
か

ら
の
方
法
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
思
い

有
意
義
で
あ
っ
た
。

願
い
は
交
通
安
全

折
尾
警
察
署

松
永
巡
査
部
長

自
転
堵
郵
政
の
大
き
な
原
因
は
「
二

人
乗
り
」
、
「
競
争
」
、
特
に
「
飛
び

出
し
」
で
す
。
今
回
習
っ
た
合
図
や
、

安
全
の
確
認
は
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

で
す
か
ら
一
つ
一
つ
自
分
の
も
の
に
し

て
夏
休
み
も
守
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
の
後
輪
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
常
に
注
意
を
払
っ
て

自
転
車
に
乗
っ
て
下
さ
い
。

交
通
安
全
は
親
の
願
い

父
母
教
師
会

会
長
　
柳
井
博
幸

子
供
達
の
危
い
自
転
車
乗
り
が
目
か

つ
。
交
通
郵
政
は
人
災
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
る
。
人
間
の
知
恵
と
努
力
で
防
が

れ
る
こ
と
を
心
に
刻
み
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
ん
ど
「
お
ん
が
自
動
砕
学
校
」
の

協
力
で
、
実
地
訓
練
を
主
に
し
た
交
通

指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
大
賛
成
で
あ

る
。
親
と
し
て
も
、
子
供
自
転
車
の
買

い
与
え
方
や
、
整
備
・
点
検
、
正
し
い

乗
り
方
、
使
用
の
仕
方
な
ど
十
分
気
を

つ
け
、
子
供
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

家
庭
で
の
役
割
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ない。

「
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
の

ス
ピ
ー
ド
は
こ
わ
い
」

わ
た
し
た
ち
は
、
遠
賀
自
動
車
学
校

に
自
転
車
の
乗
り
方
・
華
の
こ
と
に
、

つ
い
て
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
一
蕃
心
に
残
っ
て
い
ろ
こ
と
は
、

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
ス
ピ
ー
ド
の

こ
と
で
し
た
。

4
0
K
・
0
0
K
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て

ど
の
く
ら
い
の
長
さ
で
と
ま
っ
た
か
と

い
う
所
が
一
番
よ
か
っ
費
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
ま
た
、
教
え
て
下
さ
い
。



第247号3）「広報遠賀」

5　年

中島かおりさん

5　年

佐諌　仁婆さん

5　年

小IiI知加さん

5　年

山岡　勇治君

5　年

山崎　英世さん

5　41－

野中　英之君

5　年

吉本真理子さん

5　年

久々原　浩司言

町民のみなさんへ、暴走行為をしている車、バイクを見たら
ナンバーを控えて、警察に届けましょう。

ク
自
転
車
の

合
図
を
正
し
く
〝

わ
た
し
は
、
指
詩
の
お
姉
さ
ん
た
ち

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
、
合
図
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
左
右
の
刷
が
り
カ
を

よ
く
ま
ち
か
－
〆
ま
し
た
。

ま
ち
が
え
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
気
を

付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
気

を
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
全
き
。
一

「
自
転
車
教
室
で
」

く
わ
し
く
お
し
え
て
も
ら
い
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
そ
の
他
4
0
キ
ロ
や
0
0
キ
ロ

の
時
の
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
時
ど
れ

く
ら
い
で
止
ま
る
か
よ
く
分
か
り
ま
し

た。

み
ん
な
は
、
「
か
っ
こ
い
い
。
」
と

蓋
っ
て
い
た
け
ど
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
想
い
ま
す
。

自
転
車
の
合
図
を

守

　

ろ

　

う

「
ス
ト
ッ
プ
の
し
方
」

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
－
⊂
れ
か
ら
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

自
転
車
の
乗
り
方
は

こ
ん
な
に
も

む
ず
か
し
い

今
日
、
自
転
車
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
右
せ
つ
、

左
せ
つ
、
止
ま
る
時
の
あ
い
す
な
ど
を

自
転
軸
教
室
に
行
っ
て
、
た
い
へ
ん

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
転
球
に
の
っ

て
合
図
を
し
な
い
と
事
に
ぶ
つ
か
っ
た

り
人
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
じ
つ
さ
い
に
の
っ
て
、

合
図
の
勉
強
を
し
た
ら
、
と
て
も
き
ん

ち
ょ
う
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
お
し
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん

と
守
っ
て
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
清
し

い
の
り
か
た
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
軍
ニ
ー
ー
一

今
日
は
遊
資
自
動
車
学
校
で
自
転
車

の
乗
り
方
な
ど
を
、
お
し
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ス
ト
ッ
プ
の
し
か
た
や
右
折

左
折
、
発
し
ん
の
や
り
方
も
お
し
え
で

も
ら
い
ま
し
た
。
ス
ト
ッ
プ
の
し
か
た

な
ど
、
は
じ
め
て
し
っ
て
と
て
も
役
に

丑
つ
と
思
い
ま
し
た
。
走
る
コ
ー
ス
が

き
ま
っ
て
い
た
の
で
そ
こ
を
走
り
ま
し

た
。
信
号
が
背
な
の
に
ス
ト
ッ
プ
の
合

－
図
を
し
た
の
で
ぴ
く
ぴ
く
し
ま
し
た
。

車
は
急
に
と
ま
れ
な
い

そ
れ
は
、
自
転
車
を
ト
ラ
ッ
ク
が
、

ま
き
こ
む
と
こ
ろ
で
す
。

始
め
は
、
自
転
車
が
た
お
れ
る
だ
け

だ
っ
た
が
、
後
は
、
的
の
ハ
ン
ド
ル
が

こ
わ
れ
で
日
義
車
が
、
ペ
っ
ち
ゃ
ん
こ

に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ト
ラ
ッ
ク
が
織
に
通
っ
た

ら
ま
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
の
か
こ
ん
な
に
む
ず

か
し
い
と
は
、
思
わ
な
か
っ
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
や
自
動
車
が
走
っ
て
い

る
と
き
き
ゅ
う
に
赤
に
な
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
。

信
号
が
欝
に
な
っ
て
も
す
ぐ
わ
た
っ

た
ら
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た。
自
転
軸
に
の
っ
て
い
た
ら
ト
ラ
ッ
ク

に
さ
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
。

ま
き
こ
ま
れ
る
自
転
車

交
通
教
室
を
学
ん
で

自
動
車
学
校
で
急
ブ
レ
ー
キ
の
実
演

を
見
た
。

バ
イ
ク
で
約
キ
ロ
0
0
キ
ロ
の
ス
ピ
ー

ド
の
時
、
き
ゅ
う
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
ら

4
0
キ
ロ
の
時
は
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
し

か
ず
す
ま
な
か
っ
た
け
ど
0
0
キ
ロ
の
時

は
、
一
－
メ
ー
ト
ル
は
す
す
ん
だ
。

だ
か
ら
急
に
と
び
出
し
た
ら
ひ
か
れ

自
動
車
学
投
へ
行
っ
て
大
型
の
単
か

ら
自
転
車
が
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ

ろ
を
見
た
。
初
め
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
を

見
た
の
で
と
て
も
こ
わ
か
っ
た
。
大
型

車
は
納
車
で
よ
け
て
も
後
車
に
ぶ
つ
か

る
と
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
型
車
は
長

い
か
ら
だ
。
わ
た
し
は
大
型
車
の
よ
こ

に
い
っ
た
ら
あ
ぶ
な
い
と
思
っ
た
。

疎
放
は
こ
う
し
て
お
こ
ろ
ん
だ
な
あ

と
よ
く
分
か
っ
た
。

1
6
日
の
水
嘱
目
、
安
食
教
案
に
行
き

ま
し
た
。
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4回定例議会は6月幻日から10日間の会期をもって議案が上程され慎重に審議の結果次のとおり議決が

なされ7月3日閉会した。

第4回　6月定例議会上程議案等の議決内容（総括）
「 、：∴ � 
議決 �i継続 1番識 �駈顧雪 ��採択 �選挙 �承認 �認定 �報告 

尊∴∴決∴∴処　　分 �1 � � � � � � �1 � � 

予　　　　　　　　舞 �8 �3 �5 � � � � � � � 

条　　　　　　　　例 �9 �1　9 � � � �� � � � 

水稲共済無諒戻し議決 �1 �1 � � � � � � �i � 

町　道　酪∴線∴認　定 �2 �「－ i �1 � �� � � �1 � 

選　　　　　　　　挙 �1 � � � �I � �1 � � � 

頚　　　　　　　　願 �1 �i � � � �1 � � � � 

報　　　　　　　　告 �1 �i � � � � � � � �1 

計 �24 �113 �6 � � �1 �1 �1 �1 �l 

20歳になったら国民年金に加入しましょ　う。

予
　
算

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
報
告
　
承
躍

（
処
分
密
項
）
昭
和
統
年
度
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
　
（
専
決
1

号）
補
正
額
三
十
七
万
三
千
円
総
領
二
十

一
億
三
千
八
百
四
十
万
一
千
円
6
月
2
2

日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
参
議

院
議
員
選
挙
費
用
の
専
決
し
た
も
の
。

○
昭
和
5
5
年
鹿
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
原
壷
可
決

補
正
額
三
億
八
千
三
百
四
万
一
千
円

総
額
二
十
五
億
二
千
百
四
十
四
万
二
千

円
、
主
な
も
の
は
敬
老
会
補
助
（
各
区

毎
に
交
付
）
百
七
十
万
円
、
同
和
実
態

調
査
費
百
九
十
五
万
円
、
婦
人
の
健
康

づ
く
り
推
進
費
五
百
十
万
八
千
円
、
水

利
施
設
簡
硯
蟄
（
曲
ノ
手
ポ
ン
プ
管
理

委
託
費
及
び
樋
田
番
人
給
）
三
百
二
十

一
万
九
千
円
、
河
川
工
作
物
応
急
対
策

賛
（
老
良
用
水
樋
管
工
郵
負
担
金
等
）

一
二
百
十
八
万
二
千
円
、
道
路
工
謡
負
担

金
（
浜
口
遠
賀
線
若
松
以
北
分
）
九
百

万
円
、
同
和
対
策
事
業
費
一
億
二
千
三

百
石
十
九
万
九
千
円
、
（
西
川
右
岸
唐

戸
－
東
線
・
西
川
島
津
橘
（
基
礎
工
車

の
み
）
・
（
西
川
左
岸
賞
舟
－
花
園
線

）
浅
木
小
屋
内
運
動
場
建
築
費
一
億
八

千
九
百
二
十
四
万
三
千
円

○
昭
和
弱
年
慶
遠
賀
霊
園
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
籍
1
号
）
原
案
可
決

補
正
額
一
千
三
百
五
十
五
万
九
千
円

主
な
も
の
公
有
財
産
購
入
鞍
総
額
二
億

八
千
百
五
十
九
万
八
千
円

○
国
対
弱
年
鹿
町
学
校
給
食
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
籍
1
号
）
原
案
可
決

補
正
額
八
十
四
万
六
千
円
主
は
も
の

生
徒
数
増
加
に
伴
う
ガ
ス
回
転
釜
コ
ン

テ
ナ
ー
増
設
分
、
総
額
一
憶
一
千
二
百

六
十
四
万
三
千
円

○
昭
和
弱
年
慶
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
籍
3
号
）
纏
綿
審
撹

補
正
額
三
百
四
十
万
円
期
末
手
当
の

追
加
分
、
総
額
二
十
玉
髄
二
千
四
百
八

十
四
万
二
千
円

○
昭
和
5
5
年
鹿
町
国
民
健
慮
保
険
事
業

縛
別
会
計
補
正
予
算
（
籍
1
号
）
艇
結

審
韻補

正
額
十
万
二
千
円
期
末
手
当
の
追

加
分
、
総
額
四
億
三
十
二
万
七
千
円

○
昭
和
輔
車
鹿
町
農
業
共
済
尊
菜
館
別

会
社
補
正
予
算
（
籍
1
号
）
紘
結
審
観

補
正
額
六
万
八
千
円
期
末
手
当
追
加

分
、
総
額
一
千
五
百
十
二
万
九
千
円

〇
円
和
弱
年
慶
遠
賀
霊
園
事
業
待
別
会

計
補
正
予
算
（
舘
2
号
）
継
結
審
浅

補
正
額
六
万
八
千
円
期
末
手
当
の
追

加
分
、
総
額
二
億
八
千
百
六
十
六
万
六

千
円

○
昭
和
弱
年
町
学
校
給
食
事
学
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
継
続
審
磁

補
正
額
三
十
万
六
千
円
期
末
手
当
の

追
加
分
、
総
領
一
億
一
千
二
百
九
十
四

万
九
千
円

条
例
改
正

○
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

地
方
税
法
の
一
郭
改
正
に
よ
り
町
税

条
例
申
、
個
人
の
町
民
税
、
非
課
説
の
限

度
額
の
引
上
げ
、
同
均
等
割
の
税
率
の

引
上
げ
、
同
所
得
割
の
税
率
適
用
区
分

の
敬
語
、
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の

税
率
通
用
区
分
の
改
正
、
衛
気
ガ
ス
税

の
改
正
、
た
ば
こ
消
費
税
の
改
正
、
個

人
町
民
説
の
課
税
特
例
と
し
て
源
泉
分

離
課
税
の
利
子
等
に
つ
い
て
現
在
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
が
5
7
－
5
0
年
迄
引
続

き
3
ヶ
年
延
期
改
正
、
同
配
当
控
除
不

適
用
の
特
例
が
5
6
～
5
8
年
迄
引
続
き
3

ヶ
年
延
長
、
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の

特
例
の
緩
和
、
優
良
住
宅
地
等
の
た
め

の
譲
渡
の
場
合
の
長
期
灘
波
所
得
に
係

る
計
舜
方
法
の
改
正
、
特
定
市
街
化
区

域
農
地
等
を
宅
地
の
用
に
供
す
る
た
め

議
漉
し
た
場
合
の
長
期
譲
減
所
得
に
係

る
町
民
税
の
課
税
特
例
の
改
正
、
短
期

譲
渡
所
得
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
特

例
適
用
期
間
を
当
分
の
間
延
長
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○
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

国
民
健
康
保
険
説
の
減
額
描
橙
計
算

基
礎
額
の
引
上
げ
、
納
税
義
務
者
の
総

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
算

額
が
隷
礎
控
除
額
二
十
二
万
円
に
当
該

世
帯
に
屈
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
（
世
辞
主
を
除
く
）
の
数
に
「
十

六
万
五
千
円
」
を
「
十
七
万
円
」
に
改

正
し
低
額
所
得
者
に
対
す
る
負
担
軽
減

を
す
る
も
の
で
す
。

っ
町
一
般
載
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
ー
部
改
正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

一
般
職
職
員
は
5
0
才
以
上
は
「
1
2
ケ

月
」
昇
給
を
「
1
8
ケ
月
」
昇
給
に
廷
伸

し
、
粥
才
以
上
は
昇
給
停
止
と
す
る
も

の。
労
務
職
職
員
は
5
6
才
以
上
は
「
1
2
ケ

月
」
昇
給
を
「
1
8
ケ
月
」
昇
給
に
、
5
8

才
以
上
は
「
1
2
ケ
月
」
を
「
2
4
ケ
月
」

昇
給
に
、
0
0
才
以
上
は
昇
給
停
止
と

し
、
人
事
院
規
則
の
定
め
に
従
い
改
正

す
る
も
の
。

○
町
非
常
勤
消
防
団
貝
に
係
る
退
職
報

償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
ー
部
改

正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
郭
を
改

正
す
る
政
令
及
び
消
防
団
貝
等
公
務
災

害
補
償
等
共
済
基
金
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
改
正
及
び
基
金
が

町
に
支
払
う
非
常
勤
消
防
団
員
退
職
報

償
金
の
支
払
額
の
引
上
げ
に
よ
り
、
町

非
常
勤
消
防
団
貝
に
係
る
退
職
報
償
金

の
支
給
額
を
引
上
げ
改
正
す
る
も
の
。

㊤
大
阪
市
在
住
・
竹
森
啓
祐
氏
の
寄
附

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
申
し
出
ど
お
り
図

書
購
入
基
金
条
例
を
改
正
し
図
書
購
入

基
金
と
し
て
活
用
す
る
も
の
。

○
町
立
遠
賀
中
学
校
（
竹
森
文
庫
）
図

書
頭
入
塾
金
の
股
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

基
金
額
「
百
五
十
万
円
」
を
「
百
九

十
万
円
」
に
、
利
息
収
入
の
う
ち
図
書

購
入
費
「
光
」
を
「
％
」
に
、
積
立
金

「
％
」
を
「
為
」
に
改
正
す
る
も
の
。

○
町
立
畠
門
小
学
校
図
書
購
入
基
金
の

殻
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

〇
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

鵜
金
額
「
五
十
万
円
」
を
「
八
十
万

円
」
に
改
正
す
る
も
の
。

○
町
立
浅
木
小
学
校
図
書
購
入
基
金
の

段
躍
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

基
金
額
「
二
十
万
円
」
を
「
五
十
万

円
」
に
改
正
す
る
も
の
。

○
町
表
彰
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

功
労
表
彰
の
対
象
と
し
て
、
区
長
、

生
産
組
合
長
、
公
民
館
長
の
職
に
あ
っ

て
は
、
各
々
連
続
し
て
5
年
以
上
在
職

し
た
者
に
表
彰
で
き
る
よ
う
改
正
し
た

も
の
。0

田
和
弱
年
6
月
に
支
給
す
る
期
末

手
当
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
　
継
続
審
犠

6
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
つ
い

て
、
均
等
割
三
万
四
千
円
を
特
例
加
算

す繊
○
水
稲
無
事
戻
し
金
の
交
付
に
つ
い
て

原
案
可
決

水
稲
無
郵
戻
し
金
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
対
敦
年
産
昭
和
5
2
年
、
5
3
年
、
5
4

年
産
、
交
付
件
数
6
0
4
件
、
交
付
金

額
二
百
二
十
四
万
四
千
三
百
三
十
八
円

也
を
議
決
し
た
。

○
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

の
広
波
道
管
線
∴
認
定

広
漠
字
唐
戸
口
を
起
点
と
し
て
字
小

島
を
終
点
と
す
る
西
川
堤
防
右
岸
8
9

0
m
を
改
良
舗
装
し
て
地
区
基
盤
道
路

と
す
る
た
め
町
道
と
し
ま
う
と
す
る
も

の。㈲
上
ノ
緯
線
　
継
続
審
議

尾
崎
字
上
ノ
越
山
手
線
を
起
点
と
し

字
上
ノ
越
地
内
を
終
点
と
す
る
開
発
地

内
道
路
延
長
1
2
1
m
を
町
道
と
す
る

も
の
。

○
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の
報

告
に
つ
い
て
　
報
告
1
号

㈹
昭
和
5
4
年
度
諺
薬
実
績
蕾

「
用
地
徴
収
野
菜
」
、
而
敬
1
0
0

㍍
金
額
二
百
六
十
五
万
円
木
守
蓮
角
処

理
場
用
地
「
属
地
売
渡
郵
薬
」
、
両
横

1
2
、
2
6
1
㍍
金
額
一
億
八
百
六
十

六
万
円
主
な
も
の
と
し
て
は
、
島
門
小

学
校
拡
張
用
地
6
6
0
㍍
静
光
園
用
地

7
、
8
6
1
㍍
霊
園
用
地
3
、
5
3
8

が
広
渡
道
路
2
0
2
証
で
あ
り
ま
す
。

「
宅
地
造
成
謡
業
」
、
寧
薬
巽
四
千

三
百
十
八
万
円
こ
れ
は
瀞
光
囲
用
地
造

成
工
蔀
分

の
昭
和
塊
年
度
収
入
支
出
決
発
奮

収
入
二
億
二
千
六
百
十
三
万
六
千
円

内
訳
軍
楽
収
入
一
億
九
百
四
万
三
千

円
、
借
入
金
一
億
一
千
四
百
六
十
四
万

八
千
円
、
事
業
外
収
入
百
十
一
万
三
千

円
前
年
度
繰
越
金
百
三
十
三
万
二
千
円

支
出
二
億
二
千
六
百
十
三
万
六
千
円
内

訳
輩
薬
費
八
千
四
百
九
十
四
万
六
千
円

借
入
金
償
還
金
七
千
四
百
十
九
万
七
千

円
寧
柴
外
支
出
六
千
五
百
七
十
万
二
千

円
予
備
費
二
万
六
千
円
繰
越
金
百
二
十

六
万
五
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

㈲
貸
借
対
照
表

資
産
合
計
十
億
四
千
八
百
六
万
六
千

八
百
八
十
四
円
内
訳
流
動
資
産
十
億
四

千
七
百
十
七
万
九
十
五
円
、
固
定
資
産

四
万
六
千
八
百
円
繰
越
欠
損
金
八
十
四

万
九
千
九
百
八
十
九
円
負
債
及
び
資
本

の
計
十
億
四
千
八
百
六
万
六
千
八
百
八

十
四
円
内
訳
流
動
負
債
百
四
万
九
千
八

百
八
十
九
円
固
定
負
債
十
億
二
千
五
百

八
十
六
万
五
千
五
百
七
十
四
円
資
本
金

二
千
百
万
円
当
期
純
利
益
十
五
万
一
千

四
百
二
十
一
円

㈲
線
益
計
算
蕾

費
用
四
百
七
十
三
万
五
千
九
百
八
十

円
内
訳
事
業
費
用
百
九
十
八
万
四
千
八

百
三
十
一
円
事
業
管
理
費
十
四
万
一
千

十
円
一
般
管
理
費
二
百
四
十
三
万
二
千

七
百
十
八
円
予
備
費
二
万
六
千
円
当
期

純
利
益
十
五
万
一
千
四
百
二
十
一
円

収
益
四
百
七
十
三
万
五
千
九
百
八
十
円

内
訳
営
業
収
益
三
百
六
十
二
万
二
千
百

十
三
円
営
業
外
収
益
百
十
一
万
三
千
八

百
六
十
七
円

㈲
財
産
目
録

資
産
合
計
十
億
四
千
七
百
二
十
一
万

六
千
八
百
九
十
五
円
内
訳
流
動
資
産
十

億
四
千
七
百
十
七
万
九
十
五
円
固
定
資

産
四
万
六
千
八
百
円
負
債
合
計
十
億
二

千
六
百
九
十
一
万
五
千
四
百
六
十
三
円

内
訳
流
動
負
債
百
四
万
九
千
八
百
八
十

九
円
固
定
負
債
十
億
二
千
五
百
八
十
六

万
五
千
五
百
七
十
四
円
、
正
味
純
財
産

二
千
三
十
万
一
千
四
百
三
十
二
円

㈲
昭
和
5
4
年
度
欠
損
金
処
理
計
算
書

5
4
年
度
繰
越
欠
損
金
六
十
九
万
八
千

五
百
六
十
八
円
こ
れ
は
翌
年
度
繰
越
欠

損
金
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。

㈹
昭
和
弱
年
度
野
菜
計
画
書

「
用
地
買
収
野
菜
」
、
予
定
面
積
3
4
、

1
9
0
㍍
内
訳
前
川
改
修
用
地
の
賞
収

ほ
か
特
に
町
か
ら
委
託
の
あ
っ
た
も
の

「
用
地
売
渡
猿
楽
」
、
前
川
改
修
6
、
5

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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暴走行為は、親の責任・町のほ　じ

8
5
㍍
、
そ
の
他
町
よ
り
委
託
の
あ
っ

た
も
の
。

㈲
歳
入
叢
出
撃
項
別
明
細
書

歳
入
四
億
四
千
三
百
四
十
一
万
八
千

円
内
訳
専
業
収
入
六
千
三
百
十
一
万
八

千
円
借
入
金
三
億
七
千
八
百
四
万
六
千

円
専
業
外
収
入
百
一
一
十
二
万
六
千
円
繰

越
金
百
二
万
八
千
円

支
出
四
億
四
千
三
百
四
十
一
万
八
千

円
内
訳
奉
楽
鞍
二
億
九
千
七
百
七
十
八

万
三
千
円
借
入
金
償
還
金
五
千
九
百
二

十
六
万
五
千
円
寧
楽
外
支
出
八
千
五
百

六
十
七
万
四
千
円
予
備
費
六
十
九
万
六

千
円
以
上
の
と
お
り
報
告
が
な
さ
れ

た。

論
擬

請
　
　
願

○
農
業
轄
問
題
に
関
す
る
請
願
書

（採択）

請
願
者
　
遠
賀
部
農
業
協
同
組
合

椙
両
県
震
民
連
盟
遠
賀
支
部

請
願
内
容

㈹
輸
入
削
減
と
自
給
度
向
上
（
主
要
食

糧
締
結
の
中
期
長
期
計
画
の
確
立
）
を

は
か
り
食
糧
、
農
薬
を
守
る
基
本
政
策

（
農
畜
産
物
の
国
内
生
産
の
振
興
、
慶

薬
用
石
油
飼
肥
料
農
薬
機
械
等
主
要
資

材
の
供
給
安
定
お
よ
び
価
格
抑
制
対
策

）
の
確
立
を
さ
れ
る
よ
う
政
府
に
強
く

要
諦
さ
れ
た
い
。

㈲
地
域
農
業
振
興
計
画
の
粉
立
実
行
と
i

水
田
利
用
再
編
対
策
の
整
備
を
は
か
ら

れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
疎
業
に
つ
い

て
賀
田
独
自
の
施
策
並
び
に
予
算
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

㈲
食
管
制
度
を
守
り
農
家
経
済
を
安
定

さ
せ
る
、
米
穀
政
策
、
価
格
（
昭
和
弱

年
産
米
生
産
者
米
価
、
再
生
産
並
び
に

所
得
補
償
を
韮
本
と
し
て
0
0
向
当
り
一

万
九
千
七
百
六
十
九
円
を
要
求
実
現
さ

れ
た
い
、
更
に
米
の
消
費
拡
大
連
動
の

強
化
、
米
愛
の
全
丑
管
理
等
）
の
実
現

を
は
か
る
よ
う
政
府
に
強
く
要
請
さ
れ

たい。本
請
願
に
つ
い
て
は
、
深
刻
化
す
る

農
薬
問
題
解
決
を
図
る
よ
う
要
請
さ
れ

た
も
の
で
木
蘭
頴
は
採
択
さ
れ
た
だ
ち

に
国
県
町
に
町
議
会
の
名
に
お
い
て
、

昭
和
お
年
産
米
政
府
買
入
価
桟
の
引
上

げ
並
び
に
能
楽
振
興
施
策
の
強
化
に
関

す
る
意
見
蕾
を
提
出
し
た
。

選
　
　
挙

○
中
間
市
外
2
ケ
町
山
田
川
水
利
組
合

臨
会
領
貝
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

村
田
公
議
貝
の
死
去
に
よ
り
一
名
の

補
欠
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
町
議
会
指
名

推
鱒
に
て
町
内
浅
木
松
尾
隆
助
氏
餌
才

が
選
出
さ
れ
た
。

昭
和
5
5
年
度
援
護
業

務
　
移
　
動
　
相
　
談

遺
族
等
援
護
法
や
恩
給
関
係
、
そ
の

他
援
護
業
務
全
般
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
こ
利
用
下
さ
い
。

相
　
談
　
事
　
項

▽
恩
給
法
に
つ
い
て

の
旧
軍
人
等
の
加
算
恩
給
及
び
一
時

恩
給
等

㈲
旧
軍
人
等
の
傷
病
恩
給
等

㈲
公
務
扶
助
料
の
請
求
等

▽
遺
族
等
援
護
法
に
つ
い
て

の
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
等
の
詰

求
等

▽
各
頭
給
付
金
に
つ
い
て

の
特
別
弔
慰
金
及
び
特
別
給
付
金
の

請
求
等

▽
そ
の
他
右
記
以
外
の
擾
饗
業
務
全
般

に
つ
い
て

▽
相
談
日

。
日
時
　
昭
和
5
5
年
9
月
1
9
日
（
金
）

1
0
時
～
鳩
時
3
0
分

。
場
所
　
北
九
州
市
八
幡
西
区
筒
井
町

八
幡
西
区
役
所
第
3
3
会
議
室

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
村
田
　
公
様

（
浅
木
）
村
田
フ
ク
ノ
棟

数
竹
森
能
美
様

（
鬼
津
）
竹
森
繁
男
棟

数
佐
藤
正
信
様

（
虫
生
津
）
佐
轢
ト
モ
様

故
筋
田
ツ
タ
子
様

（
上
別
府
）
筋
田
　
武
様

「
老
人
憩
の
家
」
休
館
の

お
知
ら
せ

老
人
憩
の
家
補
修
工
事
の
た
め
次
の

と
お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。

自
8
月
l
自

室
8
月
8
日

本
年
3
月
1
日
か
ら
二
輪
車
の
昼
間

点
燈
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

折
尾
轡
察
署
管
内
で
は
、
最
近
二
輪

車
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
、
特

に
、
6
日
1
8
日
ノ
ー
ヘ
ル
で
、
三
一
バ
イ

ク
を
運
転
中
の
女
性
が
ト
ラ
ッ
ク
と
衝

フ
ァ
ミ
リ
ー
真
因
入
園
者
募
集

こ
の
た
び
遠
賀
町
大
字
上
別
府
字
蓮
　
▽
契
約
期
間
　
9
月
1
日
－
翌
年
1
月

角
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
を
開
設
い
た
し
　
　
　
　
　
　
　
3
1
日
ま
で

ま
し
た
の
で
入
園
森
聖
者
を
募
り
ま
す
　
▽
入
園
料
　
四
千
円

▽
設
輯
場
所
　
上
期
帰
趨
角
団
地
内
　
　
▽
問
い
合
せ
先
　
役
場
産
業
課
又
は
、

▽
開
設
者
　
蓮
角
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
　
　
上
別
府
　
石
松
守

組
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寓
　
話
（
3
）
1
2
4
3

▽
区
画
数
　
　
1
6
9
区
画

事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

▽
原
付
バ
イ
ク
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
る
（
命
を
守
る
）

▽
昼
間
で
も
ラ
イ
ト
を
点
燈
す
る
。

（
自
分
の
存
在
を
相
手
に
知
ら
せ
る
）

▽
右
左
折
時
に
は
、
対
向
車
す
後
続
車

に
十
分
注
意
す
る
。

▽
交
差
点
で
は
、
左
右
の
安
全
を
よ
く

確
か
め
ろ
（
一
時
停
止
又
は
徐
行
）

▽
初
心
者
は
、
遊
技
訓
練
を
十
分
や
っ

て
道
路
に
出
ろ
。
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∴： ��貸 付 け の 種 類 
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申 込 み 受 付 期 間 ）時予中た自ら和 

締戸あしで和事 
め数っ’557 切にて受　年月 

り達も付　829 
まし融期　月　日 

受付日頓 ��選 定 

（鯨油せん） ��方 法 

暴走行為をしない、させない、見にいかない

舘
2
回
　
個
人
向
け

融
資
申
込
み
受
け
付
け

▽
融
資
予
定
戸
数
、
申
込
み
受
付
期
間
及
び
選
定
方
法

住
宅
金
融
公
憤
財
形
住
宅
融
資

住
宅
金
融
公
厚
で
は
、
財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労
者
（
3
年
以
上
行
い
、

そ
の
残
高
が
五
十
万
円
以
上
あ
る
方
）
を
対
象
に
財
形
住
宅
髄
質
の
借
入
申
込

み
の
受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
公
唾
の
一
般
個
人
住
宅
融
資

な
ど
と
あ
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
受
付
場
所

住
宅
建
設
（
予
定
）
場
所
と
同
一
県
内
で
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」

と
表
示
し
た
金
融
機
関
。

▽
借
入
申
込
書
の
頒
布

全
国
約
9
8
0
0
の
公
庫
業
務
取
扱
店
又
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
支
所
で
頒

布
し
て
い
ま
す
。

▽
年
金
被
保
険
者
住
宅
資
金
に
つ
い
て

公
序
資
金
と
の
併
せ
貸
し
と
し
て
融
資
さ
れ
る
年
金
被
保
険
者
住
宅
資
金
に

つ
い
て
も
公
庫
の
第
2
回
一
般
住
宅
建
設
資
金
等
の
受
付
け
と
同
時
に
行
い

ます。

▽
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
輝
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
で
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

し
尿
・
ご
み
収
集
運
搬
の
盆
休
み
に
つ
い
て

▽
合
体
　
8
月
1
4
日
、
1
5
日
（
2
日
間
）

▽
し
尿
の
由
時
汲
み
畷
り
の
申
し
込
み
は
8
月
－
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
で
印

鑑
持
参
の
う
え
申
込
み
下
さ
い
。

㊥
申
込
受
付
期
間

昭
和
5
5
年
4
月
幻
日
～
昭
和
粥
年
2

月
2
8
日
（
土
）
ま
で

⑬
融
資
額

財
形
貯
蓄
残
高
の
3
倍
（
千
五
百
万

円
が
限
度
）

⑲
利
率

年
8
・
8
8
％
（
こ
の
金
利
は
、
昭

和
粥
年
6
月
1
日
現
在
の
金
利
）

⑲
返
済
期
間

新
築
住
宅
－
木
造
…
2
5
年
以
内

簡
易
耐
火
構
造
…
5
0
年
以
内

耐
火
構
造
‥
3
5
年
以
内

中
古
住
宅
－
2
0
年
以
内

住
宅
改
良
－
1
0
年
以
内

o
返
済
方
法

元
利
均
等
毎
月
払
い
（
ボ
ー
ナ
ス
払

い
の
併
用
も
で
き
ま
す
。
）
詳
細
は
、

公
庄
業
務
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
住
宅

金
融
公
庄
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

狩
猟
を
し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん
へ

福
岡
県
（
八
幡
農
林
専
務
所
）
で
は

狩
猟
免
許
試
験
及
び
、
狩
猟
講
習
、
審

査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

狩
猟
免
精
微
験

▽
受
験
資
梅

滴
2
0
才
以
上
の
者
で
、
福
岡
県
に
住

所
を
有
す
る
者

▽
試
験
の
目
時
及
び
場
所

○
昭
和
5
5
年
9
月
5
日
（
金
）

9
時
～
1
7
時

○
北
九
州
ハ
イ
ツ
（
八
幡
西
区
的
揚

町
1
の
1
）

▽
申
込
み
期
間

昭
和
5
5
年
8
月
1
日
～
8
月
2
3
日

狩
猟
講
習
並
び
に
審
査

▽
受
験
資
格

昭
和
5
3
年
度
に
お
い
て
狩
猟
免
許
を

受
け
て
い
ろ
者
で
5
4
年
度
に
狩
猟
離

宮
並
び
に
審
査
を
受
け
な
か
っ
た
者

▽
請
習
並
び
に
審
査
の
日
時
及
び
場
所

○
昭
和
5
5
年
8
月
2
9
日
（
金
）

9
時
I
L
u
時

○
小
倉
北
中
央
公
民
館
（
小
倉
北
区

大
門
1
の
6
の
2
3
）

▽
申
込
み
期
間

昭
和
5
5
年
8
月
1
日
～
8
月
1
6
日

▽
問
合
せ
先

各
猟
友
会
支
部
又
は
八
幡
農
林
事
務

所
林
詩
誌
　
屯
話
0
9
3
（
6
9
1
）

0
3
4
3
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

巡
回
育
児
教
室

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
実
施
し
て
い

る
家
庭
教
育
（
幼
児
期
）
相
談
野
菜
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
「
巡
回
育
児
教
室
」

が
閲
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
幼
児
に
つ

い
て
の
専
門
の
先
生
方
（
小
児
科
医
、

大
学
教
授
、
幼
稚
園
長
、
児
童
相
談
所

心
理
判
定
員
な
ど
）
と
、
画
鋲
話
し
あ

っ
た
り
、
他
の
お
母
さ
ん
と
も
愚
見
を

交
換
で
き
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
育

児
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

▽
日
時
　
9
月
2
日
9
時
～
1
5
時

▽
会
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
当
日
の
日
程
午
前
　
育
児
学
習
会

午
後
　
個
別
相
談

∇
そ
の
他

①
単
葉
の
対
象
は
、
昭
和
5
2
年
4
月

1
日
～
5
0
年
3
月
3
1
日
生
ま
れ
の
お
子

さ
ん
を
第
一
子
に
お
も
ち
の
両
親
で
、

す
で
に
ハ
ガ
手
書
で
、
案
内
が
い
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
対
象
外
の
方
も

お
い
で
く
だ
き
っ
て
結
構
で
す
。

㊥
当
日
は
弁
当
、
筆
記
用
具
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
午
前
中
の
育
児
学
習
会

の
み
参
加
さ
れ
て
も
籍
稔
で
す
。

㊦
落
ち
つ
い
て
話
し
あ
い
が
で
き
る

よ
う
、
託
児
施
設
を
設
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

㊤
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
嘘
詰
（
3
）
1
3
5

5
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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読んでから遊びましょう。

元気に遊ぶ

南部保育園の園児達

7　月16　日
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従来のお製のイメージを一掃した明るい自然環魔のなかで

祖霊をお祀りする遠賀盛固。

あなたもぜひ一皮見学にいらっしゃいませんか。

お問い合せは砥話（3）2379番遠賀盛囲センターへどうぞ。

10月1日　は、国勢調査があ　り　ます。

羅
媛
麟使

用
圭
の
注
意
を
寒
く
読
ん
で

花
火
は
、
子
供
の
楽
し
い
遊
び
で

す
が
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
人
身

垂
故
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
火
災
の

原
因
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
・
ち
、
十
分
諒
恕
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
は
、
中
岡
理
の
お
も
ち
ゃ
の

花
火
　
（
魔
術
弼
）
　
に
よ
る
人
身
事
故

が
、
全
国
で
数
多
く
発
生
し
、
命
を

落
と
し
だ
小
写
生
も
い
ま
し
た
。

こ
の
魔
術
期
と
い
う
花
火
は
、
筒

状
の
十
五
連
発
打
ち
上
げ
花
火
で
、

根
元
に
は
地
面
に
突
き
立
て
る
だ
め

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
櫓
が
つ
い
で
い
ま

す。

安
全
な
取
り
扱
い
方
と
し
て
「
千

に
持
た
ず
、
地
面
に
ま
っ
す
く
に
れ

て
て
点
火
す
る
・
・
‥
」
　
と
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
千
に
罵
っ
た
ま
ま
火

を
つ
け
だ
た
め
、
噴
射
と
同
時
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
棒
が
逆
噴
射
し
て
飛
び

持
し
、
体
に
刺
さ
っ
た
と
い
う
も
の

です。こ
の
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
、
楽
し
い
夏
の
夜
の
ひ
と
時

を
、
一
瞬
に
し
て
台
な
し
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
手
に
持
っ
て
楽
し
む

花
火
で
も
、
死
者
が
持
て
い
ま
す
。

通
気
花
火
の
火
化
が
子
供
の
ゆ
か
だ

に
燃
え
移
り
・
・
・
。
バ
ケ
ツ
一
杯
の

水
を
用
意
し
て
い
た
ら
、
大
事
に
は

平
ら
な
か
っ
た
ろ
う
に
と
思
わ
れ
ま

す
。
火
災
予
防
の
蔦
か
ら
も
、
花
火

を
楽
し
む
と
き
は
、
必
ず
水
の
用
恵

を
し
だ
い
も
の
で
す
。

人
身
垂
枚
と
い
い
、
火
災
と
い
い

取
り
扱
い
を
間
迎
え
る
と
、
楽
し
い

花
火
も
〝
凶
器
4
　
に
一
変
す
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

お
了
さ
ん
が
柁
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、

使
用
上
の
注
意
を
よ
く
読
ん
で
聞
か

せ
、
＝
し
い
取
り
扱
い
方
を
教
え
ま

し

ょ

う

o

と
く
に
幼
児
の
花
火
遊
び
に
は
、

安
全
の
だ
め
に
親
が
必
ず
立
ち
会
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

防
衛
庁
職
員

採
用
初
級
試
験

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
－

昭
和
3
8
年
4
月
1
日
先
ま
れ
の
者
。

▽
試
験
区
分
一
般
郵
務
等
5
区
分

▽
試
験
日
　
昭
和
弱
年
日
月
1
2
日

▽
採
用
予
定
者
数
　
合
計
約
2
8
5
名

▽
受
付
期
間
　
昭
和
5
5
年
9
月
1
0
日
－

9
月
1
9
日

な
お
、
詳
細
は
、
防
衛
施
設
局
総
務

部
総
務
課
入
部
係
　
〒
8
1
2
　
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
東
2
の
1
0
の
7
　
砥

話

0

9

2

（

4

1

2

）

2

3

2

1

に

お

問
い
合
せ
下
さ
い
。
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「手打」と「手打風」は

違います

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょ　う。

「
青
少
年
指
導
者
の
た
め
の
通
信
教
育
」
受
寵
案
内

わ
が
国
に
は
、
商
少
年
の
詳
戊
の
任

に
当
っ
て
い
る
指
導
者
の
手
助
け
を
す

る
機
関
は
、
学
校
の
教
員
糞
戌
や
社
会

教
育
主
事
益
城
の
場
合
等
以
外
に
は
ど

こ
に
も
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
、
湾
少
年
育
成
国
民
会
談
は
各
州
の

背
少
年
育
成
連
動
推
進
員
や
掘
進
指
導

員
の
楢
き
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
背
少

年
に
か
か
わ
る
＝
邦
を
し
て
い
る
人
び

と
に
役
丸
っ
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

背
少
年
の
理
解
と
腎
少
年
の
成
長
を
助

け
ろ
た
め
に
必
要
な
、
青
少
年
に
対
す

る
実
態
と
基
礎
知
繊
お
よ
び
指
導
技
法

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
機
会
を
用
憩

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
の
実
施
要

領
を
参
考
に
し
て
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
受

灘
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
労
銀
人
員
・
1
0
0
0
名
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
）

▽
受
話
料
　
　
五
千
円
（
2
年
分
）

▽
捲
集
期
間
　
同
和
5
5
年
6
月
1
日
－

同
月
3
1
日

▽
応
募
か
ら
受
離
醐
始
ま
で

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
下
記
へ
お

申
込
み
下
さ
い
。
〒
間
東
京
都
渋
谷
区

代
々
木
祇
園
町
3
－
1
国
立
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念
甫
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
内
社

団
法
人
背
少
年
育
成
国
民
会
議
通
信
指

導
係
。
折
り
返
し
受
鶉
の
許
可
、
及
び

受
諦
科
の
支
払
い
方
法
に
関
す
る
通

知
。
受
講
料
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
を
確

認
の
上
第
1
年
度
の
テ
キ
ス
ト
を
送
り

ます。

「
生
め
ん
頼
」

と
は
、
次
の
よ
う

な
〟
状
態
録
で
販

売
さ
れ
て
い
る
め

ん
頼
お
よ
び
ギ
ョ

ウ
ザ
、
シ
ユ
ウ
マ

イ
な
ど
の
皮
を
い

い
ま
す
。

⑪
な
ま
の
ま
ま

②
ゆ
で
だ
も
の

③
ひ
し
だ
も
の

④
沖
で
揚
げ
だ

も
の

①
橘
瑚
別
名
私
②
な
ま
、
ゆ
で
、

む
し
、
ま
だ
は
油
揚
げ
で
あ
る
旨

③
源
材
料
④
添
加
物
⑤
製
造
年
月

日
⑥
内
容
‥
小
⑦
依
存
方
法
⑧
事
業

者
の
氏
名
ま
だ
は
名
称
、
及
び
〓

折

▽
特
定
事
項
の
表
示
基
準

①
「
手
打
」
と
表
示
で
き
る
の

は
進
へ
棒
を
優
っ
て
の
直
し
、
そ

れ
を
包
丁
で
め
ん

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
案
内

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
発
育
不

全
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
導
由
の
た
め

に
、
義
務
教
育
諸
学
枚
に
就
学
す
る
こ

と
が
で
き
ず
就
学
を
猶
予
又
は
免
除
さ

れ
た
着
筆
に
対
し
、
中
学
校
を
卒
業
し

た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
認
定
試
験
を
行
い
、
合

格
者
に
高
等
学
校
入
学
資
格
を
与
え
ろ

も
の
で
す
。

▽
受
験
費
格
　
昭
和
朗
軍
3
月
3
1
日
ま

で
に
、
満
1
5
歳
以
上
に
な
る
も
の

で
石
の
趣
旨
に
該
当
す
る
者

▽
試
験
科
目
と
程
度
　
中
学
校
で
習
う

5
教
科
に
つ
い
て
履
修
し
た
程
度

▽
出
願
蕊
類
　
①
願
番
・
履
歴
寓
②
住

民
票
の
写
し
③
写
実
2
枚

④
証
明
密
∴
就
学
猶
予
等
の
証
明

▽
出
願
期
限
　
昭
和
5
5
年
8
月
1
2
日
か

ら
9
月
日
日
ま
で

▽
出
願
薄
類
の
交
付
及
び
受
付
場
所

福
岡
県
教
育
庁
指
導
第
二
部
指
導

第
二
課
∴
懲
悪
0
9
2
（
7
7
1

）
　
1
1
6
1

▽
試
験
場
　
福
岡
市
博
多
区
竪
粕
1
丁

目
2
9
番
1
号
　
県
立
福
岡
前
校

な
お
、
受
験
森
嬰
の
方
は
8
月
3
1
日

ま
で
に
教
育
委
員
会
　
寓
話
（
3
）

1
3
5
5
に
御
連
絡
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
　
「
生
め
人
類
」
は
、

次
の
八
栖
類
で
す
。

①
う
ど
ん
へ
き
し
め
へ
　
び
や

ひ
ざ
な
ど
を
金
高
）
②
そ
ば
③
中

華
め
ん
④
ゆ
で
マ
カ
ロ
ニ
⑤
ゆ
で

ス

パ

ゲ

テ

ィ

疋

ソ

フ

ト

ス

パ

ゲ

テ

ィ
式
め
ん
所
ギ
ョ
ウ
ザ
な
ど
の
皮

⑩
米
粉
め
ん

こ
れ
ら
の
　
「
生
め
人
類
」
を
廟

屈
で
買
う
場
合
に
は
、
袋
や
パ
ン

ク
の
衣
小
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

状
に
切
っ
た
も
の
、

及
び
刃
物
を
倣
わ

ず
手
作
裏
で
め
ん

状
に
し
だ
も
の
。

②
「
手
打
式
・

手
打
風
」
と
い
う

の
は
、
包
－
か
、

手
性
薬
に
似
せ
だ

裁
断
横
減
を
優
っ

て
め
ん
状
に
し
だ

もの。

③
「
卵
入
り
」
な
ど
と
表
示
で

き
る
の
は
、
倣
桐
原
科
粉
の
両
極

に
対
し
、
金
印
粉
が
一
％
以
上
、

ま
た
は
生
卵
が
五
％
以
上
含
ま
れ

て
い
る
も
の
。

④
「
茶
そ
ば
」
な
ど
と
拳
小
で

き
る
の
は
、
使
用
原
科
粉
の
布
置

に
対
し
、
茶
が
一
％
以
上
含
ま
れ

る
も
の
。

⑨
特
定
の
媒
材
科
や
添
加
物
に

つ
い
て
、
こ
と
さ
ら
「
　
を
使
用

し
て
い
な
い
」
と
い
う
表
示
は
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
最
近
の
過
般

化
水
素
の
場
合
の
よ
う
に
、
公
正

取
引
委
員
会
と
協
瀬
の
～
、
一
定

の
期
間
を
設
け
て
表
示
を
容
〟
時
す

る
こ
と
が
あ
る
。

▽
不
当
表
示

①
「
生
そ
ば
」
と
漢
字
で
書
か

れ
だ
表
示
。
「
生
」
は
「
き
し
ま
だ

は
　
「
な
ま
」
と
温
め
る
の
で
、
表

示
す
る
場
合
は
、
ひ
ら
が
な
で
表

す。

②
「
健
康
」
「
栄
雑
」
「
濫
発
」

な
ど
、
荊
気
の
予
助
な
ど
に
つ
い

て
効
果
・
効
能
が
あ
る
と
秋
詑
さ

れ
る
恐
れ
の
あ
る
蓑
小
。

③
原
材
料
や
製
品
の
巌
地
に
つ

い
て
挟
思
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
衰

た
と
え
げ
、
信
州
で
馳
逢
さ
れ

だ
か
ら
と
い
っ
て
ど
れ
も
が
「
特

確
信
州
そ
げ
」
と
表
示
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
是
の
桟

艶
に
合
致
し
た
も
の
に
限
ら
れ
ま

す
。
「
さ
ぎ
名
戚
う
ど
ん
」
や
「
本
…

鴎
札
幌
ラ
ー
メ
ン
」
な
ど
の
場
合

も
同
じ
で
す
。
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▽

内

容

遠賀霊園絃秤販売中

8月分　し尿くみ取り予定表
く　み 取り日 �大型車くみ取り地区 � 

1（金） �田町、木守 �虫生津、上別府 

2（土） �東町 �木守、広渡 

4（月） � � 

5（火） � �若松、尾崎 

6（水） �月2回汲取家庭 �月2回汲取家庭 

13（水） � � 
鬼津、若松 

16（土） � �鬼津 

18（月） �遠賀川 � 

19（火） �遠賀川 � 

20（水） �遠賀川、新町 � 

21（木） �新町 � 

22（金） �月2回吸取家庭 �月2回汲取家庭 

23（土） �新町 � 

25（月） �新町 � 

26（火） � � 

27（水） �別府 � 

28（木） �尾崎（芦屋岡垣墳）、今古賀 � 

29（金） �若襲台、常塔寺、若松（通学路） �老良 

30（土） �浅木 �今古賀、島津、浅木、鬼津（力 

外出時は、帽子をかぶり、直射日光はさけましょう。

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
密

8
月
1
2
日
（
火
）

受
付
　
9
時
約
分
－
1
0
時

役
場
保
健
室

年
後
7
－
成
カ
月
の
乳
児

母
子
健
康
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

萌
等
の
相
談

老
人
検
診

▽
期
　
日
　
8
月
1
日
へ
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

木
守
公
民
館
　
9
時
0
0
分

～
日
時
5
0
分

若
松
公
民
館
　
1
3
時
－
1
5

▽
対
象
者
　
6
5
才
以
上
の
人

▽
検
診
内
怒。

検
尿
　
o
血
旺
測
定

。
問
診
。
血
色
素
検
査

無
縁
墳
墓
の
改
葬

◎
所
在
地

▽
名
∴
称

▽
届
出
期
限

▽
屈
出
先

◎
所
在
地

▽
名
　
称

整
理
課

福
岡
市
博
多
医
大
手
下
白

井
3
1
4
番
地
、
3
3
8

番
地
、
4
4
5
番
地
の
1

▽
届
出
期
限

▽
屈
出
先

下
白
井
所
有
基
地

昭
和
5
5
年
8
月
3
1
日

鯨
岡
市
博
多
区
大
字
下
臼

井
6
1
番
地

（
下
臼
井
町
内
会
長
）
常
　
◎
所
在
地

岡
徳
三
郎

児
湯
那
新
宮
町
大
字
日
置

六
反
田
整
地
、
岩
脇
盤
触

日
置
整
地
、
大
浦
毯
地
、

溜
水
整
地

昭
和
5
5
年
8
月
0
0
日

児
湯
郡
新
富
町
大
字
上
富

田
7
4
9
1
番
地

新
高
町
長
、
吉
田
良
治

種
話
0
9
8
3
3
（
3
）

徳
島
県
徳
島
市
油
話
開
3

0
3
番
地
、
前
郷
3
9
番

の
2
、
佐
次
兵
術
池
7
2

番
、
1
3
番
、
8
3
番
の

1
、
8
4
番
、
9
6
番
の

2
、
東
畑
6
0
6
番
の
2

5

9

1

番

の

3

、

5

9

4

番
、
5
9
5
番

▽
名
　
称
　
油
浜
共
同
基
地

▽
届
出
期
限
　
昭
和
弱
年
8
月
銘
日

▽
屈
出
先
　
徳
島
県
徳
島
市
昭
和
町
5

丁
目
総
合
土
木
庁
舎
内
、

徳
島
県
都
市
整
備
郵
窃
所

用
鎚
課
　
宙
話
0
8
8
6

（
5
3
）
8
8
1
1
内
線

3

8

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
持
参
晶

8
月
8
日
（
金
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

新
任
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
健
康
手
帳
交
付

印
鑑

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
き
い
。

◎
所
在
地
∴
芦
屋
市
切
小
謡
円

▽
名
　
称
　
置
屋
漂
園

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
8
月
2
1
日

∇
届
出
先
　
兵
原
爆
芦
屋
市
切
出
春
日

町
1
0
5
番
地

芦
屋
市
都
市
計
画
部
〆
画
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9 ��8 �8 ��8 �8 �月 

7 ��26 �25 ��23 �2 �日 

日 ��火 �月 ��土 �士 �態 

13：叫9：00 ��9：00 �13：30 �9：00 �9：00 � �時検 

！ 16：30 �I h2：00 �（ 16：30 �（ 16：30 �（ 16：30 �（ 16：30 �（！ 浅東 �問診 

砦 邦 吉 �十 i i∴ �新 町i �虫 �…∴ l町 �別 膚 ��地 

士 ���生 �西 �！千 �和 �区 
別 府 ���坤町 ��代 丸 �木　　苑 

士 別 府 �旧 任 i／ヽ �遠 賀 星口 �虫 生 津i �東 町 ／ヽ �別 府 ／ヽ �添 木 公 �場 

串 ��民 館 �公」 民i �：公 民 �公 民 �民 �所 
別 館 �∴∴ ��館 �館 

毎月23日はふみの日です。

転居届は郵便局にも
●転居届により、1年間、旧住所あての郵便

物を新住所へ転送します。
●用紙は郵便局の窓口のほが市区町村

役捌こも備えつけてあります。

泳ぐ後にかならず準備運動をしましょ　う。

婦
　
　
人

検
　
　
診

▽
対
象
者
　
4
月
1
日
現
在
連
鎖
町
在

住
で
瀾
1
8
韻
以
上
6
5
歳
未

満
の
女
範

▽
期
日
と
場
所
　
白
帯
表
の
と
お
り

▽
受
付
場
所

年
前
　
9
時
0
0
分
－
n
時
0
0
分

牛
後
　
1
3
時
5
0
分
～
1
6
時
5
0
分

▽
持
参
品
　
健
康
診
査
記
録
表

健
康
手
帳
（
購
入
さ
れ
て

な
い
方
は
当
日
受
付
で
3
0

円
で
魅
入
下
さ
い
。
）

▽
そ
の
他
　
指
定
場
所
以
外
で
も
受
診

で
き
ま
す
。

盆
休
み
急
病
セ
ン
タ
ー
診
療
の
お
知
ら
せ

8
月
1
4
日
～
1
5
日
盆
休
み
の
2
日
間

は
遠
賀
・
中
間
地
域
行
政
軍
務
組
合
急

病
セ
ン
タ
ー
の
診
感
を
い
た
し
ま
す
。

急
病
で
や
む
を
得
な
い
患
者
さ
ん
に
限

っ
て
診
察
し
ま
す
。
酒
の
飲
み
す
ぎ

や
、
盆
過
ぎ
に
診
察
を
受
け
れ
ば
よ
い

よ
う
な
慢
性
の
患
者
さ
ん
の
診
察
は
お

断
り
し
ま
す
。
急
病
で
診
察
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
を
ご
承
知
下
さ

▽
診
察
は
有
料
で
す
。

▽
来
所
の
と
き
は
、
印
鑑
と
被
保
険
者

証
、
亀
活
保
護
苗
穂
は
診
療
依
頼

杏
、
老
人
、
乳
幼
児
、
身
障
者
の
万

は
被
保
険
者
証
と
各
採
頬
張
を
持
参

し
て
下
さ
い
。

圃
▽
往
診
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
開
設
日
と
診
撰
時
間

8
月
1
4
日
　
9
時
～
1
7
時

8
月
1
5
日
　
9
時
－
1
7
時

▽
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー

飽
話
0
9
3
　
（
2
0
1
）
　
9
9
9
9

∇
朗
∴
所
　
水
巻
町
人
字
千
二
5
7
6

番
地
の
4

電
話
局
か
ら
の
お
願
い

北
九
州
市
へ
唱
話
さ
れ
る
方
は
、
は

じ
め
に
市
外
局
番
「
0
9
3
」
を
〃

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
メ
モ
を
見
な
が
ら
正

確に／
（
番
号
の
ウ
口
覚
え
は
問
適
い
の
も

とです。）

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
途
中
休
ま
す
終
り
ま

で／

（
途
中
で
休
む
と
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
）

ダ
イ
ヤ
ル
を
、
ま
あ
し
繰
っ
て
す
ぐ

呼
出
者
が
出
な
く
て
も
故
障
で
は
あ
り

ま
せ
ん
／（

機
械
が
相
手
を
さ
が
し
て
い
ま
す

5
秒
－
1
5
秒
待
ち
ま
し
ょ
う
。
）

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
指
止
め
ま
で
正
確
に

／

（
ダ
イ
ヤ
ル
は
も
ど
る
と
き
に
つ
な

が
り
ま
す
。
）

呼
出
吾
、
1
0
回
待
つ
の
が
エ
チ
ケ
ッ

ト／

（
2
～
3
回
で
あ
き
ら
め
る
の
は
卑

す
ぎ
ま
す
。
）

お
話
し
中
、
3
分
待
っ
て
も
う
一
度

／

（
続
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
も
話
し
中

です。）
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8月上期の遠賀町主要行事

日 �職 �　　i 行郵内蓉　車　間 ��実施会場ヰ課（係）名i目的及び主な灼象等 ���備∴考 

1 �金 �老　　人　　検　　診 � �喜住民課巨人 ���i 詳細は 10ページ 

2 �土 �【 婦人検診 � �浅木公民十課 �� �詳細は 11ページ 

3 �日 � � �舞勘社会輔課目学校児童・中学校轍 ��� 攫紳育館 �社会教翻日学搬重、中学校鮫 �� 

操　　法　　大　　会 � �：∴∴：∴∵ �� � 

4 �月 �定　例　区　長　会　譜 �13：30－ �篤2会議塁上務課l ��� 

金l妊　婦　相　談 ��10：00－ �役場保健室I住民課【 ���詳細は 10ページ 

11 �月 �心配ごと相計13：00－16：00 ��弼公露車祉謀車の内容は一切⑩で翻 ��� 

12 �車　児　相　談 �� �役場保健室 �’住民課匡後7－12ケ月児 ��詳細は 10ページ 

時は金なり。時間を守り、人に迷惑をかけないようにしましょう。

第
2
1
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会

8
月
1
0
日
（
日
）
に
郡
内
各
町
で
第

2
1
回
の
郡
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
町
か
ら
も
多
数
の
選
手
が
参
加

し
ま
す
の
で
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

競
技
種
目
・
会
場
は
次
の
と
お
り

で
、
各
会
場
と
も
午
前
9
時
5
0
分
か
ち

です。
▽
　
陸
上
競
技
・
水
巻
霜
中
学
校

▽
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

青
年
女
子
・
机
小
体
育
館

▽
　
軟
式
庭
球
・
岡
垣
町
総
合
グ
ラ
ン

ド
庭
球
っ
1
ト

▽
　
卓
球
・
水
巻
勤
労
宵
少
年
体
育
セ

ン
タ
ー

▽
　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
遠
賀
町
南
門
小

学
校
体
育
館

▽
　
弓
道
・
芦
屋
町
武
道
場

∇
　
相
撲
・
岡
垣
町
総
合
グ
ラ
ン
ド
相

頃
末
小
学
校
体
育
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毀
損

▽
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
　
軟
式
野
球
・
水
巻
町
吉
田
ゲ
ラ
ン

一
般
男
子
・
水
巻
南
中
体
育
館
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

一
飯
女
子
・
吉
田
小
体
育
館
　
　
▽
　
剣
道
・
（
8
月
3
日
）
水
巻
町
勤

昔
年
男
子
・
水
巻
申
体
育
館
　
　
　
　
　
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

。
国
保
税
は
医
殿
賀
が
多

く
な
れ
ば
増
大
す
る
．

国
民
健
康
保
険
は
、
相
互

扶
助
の
楠
袖
に
よ
り
各
的
辞

の
所
得
に
対
応
し
た
保
険
料

（
税
）
を
も
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
す
で
に
御
承

知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

近
年
の
隊
旗
費
の
増
大
に
伴
い
保
険
税

の
引
き
上
げ
を
余
儀
無
く
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
　
こ

れ
は
健
康
を
維
持
す
る
上
に
お
い
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
一
度
認
識
を
深
め
家
族
そ
ろ
っ
て

健
康
で
窺
律
あ
る
日
常
生
活
に
招
患
い

明
る
い
家
庭
は
健
康
か
ら

た
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
す
で
に
4
月
2
5
日
号
広
報
に

て
お
知
ら
せ
い
た
し
て
い
ま
す
が
、
本

年
度
は
税
の
賦
課
限
度
額
二
十
二
万

円
、
均
等
割
七
千
円
、
平
等
割
頼
九
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（
実
質
的
に
は

8
月
課
税
分
よ
り
税
の
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。
）


